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　『鳶ノ巣』から見られる夕日をゆっくり
楽しんで頂くため、10月 11 日～ 13日の
間、２Fカフェと展示休憩室を夕方 6時ま
で延長して営業を行いました。当日は天候
に恵まれ、特に11日と12日は素晴らしい
夕日だったため多くの方が訪れ、写真を撮
られていました。また、12日と 13日はジ
オギンチャクの無料製作体験も行い、こち
らも大盛況で、お客さんは自分好みの柄を
巾着袋にプリントし、楽しい時間を過ごさ
れていました。

笠山山頂展望台
『鳶ノ巣』で
夕日を鑑賞！

「きららアウトドアフェス」に初参加！
　10月 20 日、山口市阿知須で行われた「きららアウトドアフェス」に初参加しました。萩市ブースで
出店し、「さざえキャンドルづくり」と「しましま地層ボトルづくり」、「火山噴火実験」を来場者に楽し
んで頂きました。中でも「さざえキャンドルづくり」は、お子様に加え大人の女性にも好評でした。ス
タッフからも次回もまた参加したいとの声もあり、有意義な活動となりました。

　この他、6日弥富そばの花まつりや 26日ハロウィンたまち＆結まつりと各地イベントにも出店し、
楽しんでいただきました。



依頼続々！講演や出前授業で大忙し
　今月は非常に多くの講演や出前授業のご依頼をいただきました。毎年の定番のものもあれば新規のものも
あり、また、内容も多岐にわたりました。エリア外からのご依頼もいくつかあり、地域内外の様々な
方々にジオパークの視点を取り入れていただけるようになったと実感しています。

１ ０ 月 ８ 日 ： 津 和 野 テ リ ト ー リ オ  ス タ デ ィ
　島根県津和野町を拠点に活動されている「一般社団法人 津和野まちとぶんか創造センター」さんからご依頼をい
ただき、白井専門員が研究会のゲストの一人として講演をしました。テリトーリオとは、町や都市を、その周囲の
田園や農村、自然環境とのつながりも考慮して捉える、イタリアの町づくりの考え方だそうです。それを津和野の
町に取り入れようという計画の中にジオパークの視点を取り入れたいとご相談をいただきました。
　農学、水文学、建築、観光などの一流の専門家が全国から集う中に交えていただき恐縮でしたが、萩の大地とも
関係の深い、津和野やその周辺の大地の成り立ちや特徴と、文化産業のつながり
をジオパーク目線で語らせていただきました。会場には多くの地元の方もいらっ
しゃり、新たな切り口で津和野を知ることができたと反響をいただきました。
　このプロジェクトは、今後何年もかけて進めていくということで、今後の展開
も楽しみです。萩ジオパークがこのような形で他の地域の発展のお役にも立てる
のは嬉しいことですね。

　須佐・田万川の方々が集まる研修会で、ジオパークの話をというご依頼をいただきました。会場は平山台（萩市
小川）の果樹農園の一角という、素敵な空間でした。みなさん、食に携わる方々ということで、萩の大地の成り立
ちと食の関係を中心にお話をしました。軟水と硬水の出汁の飲み比べ、地形模型の観
察、火山実験などを交えながら、大地と食の関係や萩の大地の特徴と特産品の関係を
知っていただきました。身近な景色や食材の成り立ちを初めて知った驚きや納得の声
が終始聞こえ、時々笑い声もあふれる和やかな雰囲気の時間となりました。終了後に
は、それぞれの地域から持ち寄った食材をふんだんに使ったピザをピザ窯で焼き、萩
の大地の恵みを存分に味わいました。

１ ０ 月 ９ 日 ： J A 阿 北 女 性 部 研 修 会

１ ０ 月 １ ６ 日 ： 蔵 目 喜 鉱 山 探 索 ツ ア ー
　「案内人と紐解く蔵目喜鉱山探索ツアー」が山口市阿東総合支所の主催で開催され、案内人の一人として白井専門
員が参加しました。かつて、防長屈指の銅山として栄えた蔵目喜鉱山の形成の秘密や歴史を紐解くツアーです。山
口市阿東蔵目喜の桜郷銅山跡を訪れると、水選鉱という高さ数十メートルもの巨大な石積み建造物がお出迎え。鉱
山遺構の一つで、昨年草木を刈って全体像がわかるようになったとのことでした。続いて急斜面の散策路を頑張っ
て登っていくと、山の上にぽっかり空いた大きな穴や、大地の裂け目のような露天掘り跡を間近で眺めることがで
きました。ここで何百人もの人々が働き、少しずつ鉱脈を開拓していった光景が目に浮かびました。
　鉱山は鉱脈があるところにできますが、鉱脈はどこにでもあるわけではありません。蔵目喜をはじめ、中国地方
では恐竜時代に巨大火山の活動が活発でしたが、その地下のマグマが地球の深部から金属を運んでくることで、加
えて秋吉台にあるような石灰岩などの地層と出会うことで周囲に鉱脈がたくさん形成
されました。そんな大地の歴史を白井が解説しました。
　最後には、国指定名勝でもある常徳寺庭園を訪れました。常徳寺の山号は「出銅山」。
まさに銅山で栄えた地を象徴する場所です。今ではほとんど人と出会わない地区です
が、人が “ぞよめく”、活気にあふれた地であったかつての姿を想像しながら、雪舟が
つくったと伝わる庭園の景色を味わいました。

ぞう  め 　き



　萩の大地の成り立ちと “食” の関係についての出前授業をしました。大地の違いが水の違いを生み、それが食文
化の違いも生んでいることや、萩は火山の働きで農業も漁業も盛んであるということを
軟水・硬水の飲み比べや火山実験を交えて知ってもらいました。“食” を軸に総合的な学
習の時間のカリキュラムを新たに組む中で、初めにジオパークの視点を取り入れたいと
栄養士の野村京子先生からの推薦で実現したものです。白水小学校では、2年生と 6年
生の授業にも毎年呼んでいただいているので、6年間のうち 3回もジオパークに触れて
いただけることになりそうです。

10 月３日：萩市立白水小学校 5 年生 ・ 総合的な学習の時間

10 月９日：生雲ふれあい教室

１０月１９日：山口県小教研理科部会研修

　山口市立生雲小学校の子どもたちを対象にした「生雲ふれあい教室（放課後子ども
教室）」からご依頼をいただきました。道や建物が描かれていない、地形だけの地図を
使って生雲の町で宝探しをするゲームや、生雲のミニ地形模型に色塗りをする体験をし
てもらいました。宝探しは、地域のボランティアの大人も一緒になってみんなで頭をフ
ル回転させながら、普段気が付かなかったような地面の凸凹を頼りに町中を歩き回って
盛り上がりました。地形模型作りは「楽しい！」と声を漏らしながら作業する子もいる
など、とても満足してもらえたようでした。

　山口県の小学校の理科の先生方から、萩ジオパークを見学したいとご依頼をいただき
ました。火山の活動でできた大地「笠山」と海の地層でできた大地「須佐ホルンフェル
ス」を１日かけてご案内しました。火山実験やシマシマ地層ボトルなど、学校対応の際
にも実施しているプログラムを織り交ぜながら地質や地形をじっくり観察してもらいま
した。何度も来たことがあるという先生が何人もいらっしゃいましたが「初めて知るこ
とが多かった」「説明がとてもわかりやすい」など、大変喜んでいただきました。これ
を機に、山口県中からもっと多くの子どもたちが見学に来てくれるといいですね。

　萩ジオパーク史上初めて、日本史の授業に呼ばれて出前授業をしました。「たたら製鉄」を題材に探求学習を進め
ている中で、中国地方でたたら製鉄が盛んになった理由や、そもそも材料の砂鉄とはどういうものなのかなどの疑
問が出てきたので、地学的な観点から教えてほしいというご依頼でした。中国地
方は恐竜時代には巨大火山だらけだったこと、そしてその岩石の中に磁鉄鉱とい
う砂鉄のもとの鉱物が多く含まれることなどをお話ししました。巨大火山がどう
いったものかをイメージしてもらうために、カルデラ実験もやってもらいました。
また、砂鉄だけでなく、長登銅山などの鉱山、萩焼などの焼き物、石州瓦など、
中国地方の歴史文化の特徴の多くがこの古い巨大火山と関わりがあることも紹介
しました。日本史の学びをさらに深められるようなお手伝いができたのではない
でしょうか。

１０月２２日：萩高校奈古分校３年生 ・ 日本史探究学習

　この他にも、明倫小 6年生の理科（10/8 事前学習、15 須佐ホルンフェルス見学）、美祢市立伊佐中 2年生
の萩ジオパーク学習（10/11 事前学習、18 現地学習）、大井小 6年生の理科（10/24 付加体実験、29 火山実
験）のご依頼をいただき実施しました。



１１月の予定
○龍が通った道まつり　11月10日（日）9：00～14：00　集合場所：弥富小学校　内容：イラオ山登山道を歩き、龍が通った道を
　確認、龍の恵みの弥富十割そばをいただく。　主催・問い合わせ：畳ヶ淵交流事業実行委員会 (弥冨公民館:08387-8-2044)
○ geoとも (萩ジオ友の会)定例会　11月16日 (土) 9：30～16:00　集合場所：中央公園　内容：現地探訪「宇田郷から
　木与・奈古へ」　主催・問い合わせ：geoとも 桂 (0838-21-7173)、中西 (080-8747-9383)
●萩ジオアカデミー2024「身につけよう！地理学目線のまち歩きの極意」（第1回：入門編）　11月16日（土）10：30～16：00
　内容：山口の町並み　詳しくは前号。　申込：申込フォームまたは電話　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
●萩ジオパーク「大地の日」　11月17日（日)10：00～14：00　場所：福栄総合施設ふくえ～る　内容：野外でのアウトドア体験や、
　室内での実験や工作体験、地球を食べる食堂、木工ワークショップ　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
●つわぶきの館休憩室改修完成イベント　11月24日（日）10：00～14：00　場所：萩市須佐海苔石休憩所　内容：休憩室
　整備完成を記念して、各種体験を無料で提供。　主催・問い合わせ：萩ジオパーク推進協議会(0838-21-7765)
●萩ジオアカデミー2024「身につけよう！地理学目線のまち歩きの極意」（第2回：実践編）　11月30日（土）11：00～15：30
　内容：佐々並の町並み　詳しくは前号。　申込：申込フォームまたは電話　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）　

つわぶきの館休憩室が変わります！
改修記念イベントの開催

つわぶきの館休憩室が変わります！
改修記念イベントの開催

今年、萩ジオパーク推進協議会では、永尾隆志・萩ジオパーク基金を活用して、萩市須佐海苔石
休憩所（通称：つわぶきの館）の休憩スペースについて、萩ジオパークの情報発信拠点、大地と
人をつなぐ「交流の場」としての機能を持たせる整備を進めています。３月の展示物設置に加え、
ベンチ、照明等を整えることで絶景の余韻にひたり、地球のいとなみのすごさと人々の暮らしを
感じることができる空間となります。一緒に整備に関わり、生まれ変わった「つわぶきの館」で
大地と人のつながりを楽しみませんか。
　　　　　

①　木工ワークショップ・スツールを作ろう

　　　～あなたの作った椅子で須佐ホルンフェルスを楽しみに来た人をおもてなし～
　日時：１１月１７日（日）１０時～１４時
　場所：ふくえ～る（大地の日会場）
　内容：つわぶきの館休憩スペースで使用する椅子を萩・森倫館スタッフの指導で
　　　　作ります（所要時間：40分～ 60分）。
　定員：11組（先着順）
　申込：申込フォーム（QRコード）から
②　新生「つわぶきの館」で須佐の大地と人のつながりを楽しもう

　日時：１１月２４日（日）１０時～１４時
　場所：萩市須佐海苔石休憩所「つわぶきの館」休憩室
　内容：体験プログラムを無料で楽しめます。
　　　　・須佐ホルンフェルス・ジオアドベンチャー
　　　　　10:30～、13:00～（各回 60分）定員 10名
　　　　　当日受付　但し、荒天時は中止
　　　　・スサギンチャクをつくろう他、工作プログラム



第88話 萩時代まつり 第89話 大名行列
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「がんばれ！半田く

ん」萩
はぎ

の四季シリーズ

第３弾
だん

は、萩の秋です。

今回は、『萩時代まつ

り』を取り上げました。

江戸
え ど

時代から続く萩大

名行列が市内を練り歩く、秋の一大イベントとし

て知られています。今年は 11 月 10 日に開催
かいさい

され

るようですね。萩大名行列平安古
ひ や こ

備組、古萩町
ふるはぎまち

大

名行列、岩国藩
はん

鉄砲
てっぽう

隊砲術演武、萩時代パレード

など、多大な行事が予定されています。袴
はかま

に 裃
かみしも

の人、奴
やっこ

姿
すがた

の者など、普段
ふ だ ん

とは違う江戸時代の

装
よそお

いと、伝統的な立
た

ち振
ふ

る舞
ま

いが、楽しめるイベ

ントですね。歴史と伝統が受け継
つ

がれている萩な

らではのお祭りだと思います。 

今回の四コマ漫画
ま ん が

では、半田くんが御駕籠
ご か ご

の前

で舞う草履
ぞ う り

舞
まい

に挑戦
ちょうせん

しています。笠山
かさやま

椿
つばき

ちゃん

の前で、良い所を見せられたのかな？ 

須佐
す さ

みこと君は、槍
やり

を豪快に操作する長 州
ちょうしゅう

一本
いっぽん

槍
やり

に挑戦しています。ちょっと怖
こわ

くて近寄れ

ませんね。古萩大名行列の旦那役の見
み

島
しま

潮
うしお

くん

は、馬の代わりに、大事な牛くんを連れて来ちゃ

ったんですね。見島からはるばるご苦労さまでし

た。田
た

床
とこ

山美は、踊
おど

り車
ぐるま

で華麗に踊っています

ね。私
わたし

は加齢
か れ い

のせいで踊れそうもありません。

ギックリ腰
ごし

になってしまいそうです。 

萩市街は、阿武
あ ぶ

川
がわ

が運んできた土砂
ど し ゃ

が河口付近

に堆積
たいせき

して出来た三角州の上に発達しています。

阿武川は、三角州の東側を流れる松本川と西側を

流れる橋本川に分かれます。川の氾濫
はんらん

によって、

運ばれて来た土砂によって、萩市街の人々の生活

が成り立っています。しかし、昨今の集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

な

どで、川が氾濫すると、家や住んでいる人にも多

大な被害
ひ が い

が出るので、大雨もほどほどにしてほし

いものです。それと同時に、防災マップなどを日頃
ひ ご ろ

から確認
かくにん

して、安全に暮
く

らす工夫も必要ですね。

いつまでも、楽しい秋祭りが楽しめる町でありま

すように、一人一人が日頃から、防災意識をもっ

て、暮らすようにしたいものです。 

次回は、萩の冬です。萩の四季編になってから、

一年はあっという間に過ぎて行きます。天神様の

お祭りが終わればこたつを出す季節。家に閉
と

じこ

もりがちな季節ですが、寒くても、ジオサイトに

足を伸
の

ばしたり、ジオパークのイベントに参加し

たりして、楽しく過ごしてください。萩ジオパー

クでは、みなさんの参加をお待ちしています。 

ワッキー教授のひとりごと

草履舞（出典：萩写真データベース） 

長州一本槍（出典：萩写真データベース） 

萩三角州 
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